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流通とＳＣ・私の視点 

2013 年２月 10日 
 

モノ・コト・ココロとは!! 

 

日本は 1988 年にモノ離れが起こり、脱モノ時代になっています。そこで「モノ（things & goods）」「コ

ト（event & motivation）」「ココロ（heart & emotion）」の３つの概念を解析します（六車流：マーケティ

ング理論）。 

このモノ・コト・ココロは消費の進化のレベルで言うと、「モノはニューモダン消費」「コトはポストモダ

ン消費」「ココロはニューモダン消費」に相当します。以下、その概念を示すと次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のように、モノ離れした後の消費を高めるためには「モノ」から「コト」、さらに「コト」から「コ

コロ」へと進化しなければなりません。2011 年以降の日本は、コトからさらにココロへと消費の基軸をう

つさなければ、ニューモダン消費経済は形成されません。 

(株)ダイナミックマーケティング社
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（生活様式と消費者心理編） 
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商 品

（商品“モノ”）
＋

サービス

(サービス“モノ”)
＋

情 報

（情報“モノ”）
＋

コンテンツ

（コンテンツ“モノ”）

モノ価値

（品質／価格）
＝

性 能

（どのくらい、いい“モノ”なの）
＋

機 能

（何ができる“モノ”なの）

購入動機 ＝
ニーズ

（生活にとって必要な“モノ”）
＋

ウォンツ

（願望・欲求を満足させる“モノ”）
＋

ファンシー

（おもしろさを喚起する“モノ”）

商 品

（商品“コト”）
＋

サービス

(サービス“コト”)
＋

情 報

（情報“コト”）
＋

コンテンツ

（コンテンツ“コト”）

コト価値

（使用効果／価格）
＝ モノから派生する“コト” ＋

サービス（脱モノ）化
に伴う“コト”

購入動機の
誘発

＝
あげたくなる“コト”

（贈答動機の誘発）
＋

使いたくなる“コト”

（使用動機の誘発）
＋

所有したくなる“コト”

（所有動機の誘発）

商 品

（商品“ココロ”）
＋

サービス

(サービス“ココロ”)
＋

情 報

（情報“ココロ”）
＋

コンテンツ

（コンテンツ“ココロ”）

ココロ価値

（成熟効果／価格）
＝ モノから派生する“ココロ” ＋

環境（しつらえ・雰囲気）づくり
から派生する“ココロ”

購入動機の
創造（創出）

＝
新たな認識をする“ココロ”

（理解を伴う価値創造）
＋

文化の香りのする“ココロ”

（残したい・守りたい価値創造）
＋

奥の深さを感じる“ココロ”
（こだわりやノスタルジー価値創造）


